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校章の由来

千葉市の紋章は、開祖千葉氏の月星

の紋章に「千」を配して制定されて

いる。

千葉市立千葉高等学校である本校は、

これにちなみ月星を逆さにして上を

左右に開かせ、中心に「千」を入れ

上部に「高」を配して校章とした。
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1 学校概要

千葉市稲毛区小仲台9丁目46番1号所在地

開 校 昭和34年4月1日

全日制の課程普通科（21学級） 理数科（3学級）課程・学科

3年280名

3年 40名

2年280名

2年 40名

普通科 1年280名

理数科 1年 40名

定 員

46， 604㎡

校舎敷地 18， 596㎡

運動場 28， 008㎡

校 地

16， 318㎡

管理特別教室棟

普通教室棟

体育館棟

柔剣道場棟

その他建物

建 物
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2沿 革

臨時市議会で、千葉市立高等学校

（通常の課程、普通科定員900名）

の設置を可決

千葉県教育委員会から設置を認可さ

れる

千葉県千葉市立高等学校開校（職員

24名）

鈴木三郎（千葉市立緑町中学校長）

初代校長に任命される

第1回入学式（298名）挙行

市立小中台中学校舎の一部を仮校舎

として授業開始

PTA創立総会

第1回創立記念式典挙行

第一期工事（普通教室12室等延

1,595㎡）竣工

同窓会発会式

第1回卒業証書授与式(272名）挙行

第二期工事（普通教室9室等延

1,930㎡）竣工

第1学年生徒定数400名（2学級増）

第1学年生徒定数500名(2学級増）

第三期工事（普通教室4．特別教室

4室等延1,151㎡）竣工

運動場拡張工事(10,258㎡)完工

千葉市立高等学校と校名変更

校歌制定（作詞神保光太郎作曲

清水脩）

第四期工事（普通教室3．特別教室

4室等延1,151㎡）竣工

相川勝衛(千葉県教育センター所長）

校長に任命される

体育館（延1,782㎡）竣工

第1学年生徒定数490名

運動クラブ部室（15室等延234㎡）

竣工

別館(芸術･視聴覚･図書室延1,428

㎡）竣工

第1学年生徒定数480名

クラブ室（卓球場270㎡）竣工

PTA10周年記念事業（造園・構内

舗装・テニスコート）

創立10周年記念式典挙行

第1学年生徒定数普通科423名

（1学級減）理数科45名（新設）

全天候型バレーコート4面・テニス

コート3面・陸上トラック竣工

プール(25m8コース）竣工

創立10周年記念館（3階建柔道場・

剣道場・小講堂延1,112㎡）竣工

第1学年生徒定数普通科414名

理数科40名

弓道場（93㎡）竣工

第1学年生徒定数普通科360名(1

学級減）理数科40名

記念館増築工事(宿泊研修施設延547

㎡）竣工

体育館ステージ増築工事（延121㎡）

竣工

下グランド拡張工事（5,641㎡)竣工

野球バックネット竣工く15周年記念

事業〉

創立15周年記念式典挙行

総合選抜制（普通科）生徒入学

弓道場更衣室（22㎡）竣工

常世田正吾（県立東葛飾高等学校教

頭）校長に任命される

本館窓枠アルミサッシ化（第一期工

事）完了

千葉市立千葉高等学校と校名変更

く稲毛高校開校〉

千田恭一（県立鎌ヶ谷高等学校）

校長に任命される

本館窓枠アルミサッシ化（第四期工

事）完了

創立20周年記念式典挙行

化学準備室（54㎡）竣工

自転車置場（160㎡）竣工

図書室書庫（延124㎡）竣工

斉藤勝久（県教育庁企画室長）

校長に任命される

本館内部改修及び屋上防水工事竣工

齊藤志貴雄（県立中央図書館長）

校長に任命される

推薦入試制（理数科）生徒入学

別館・記念館屋上防水工事竣工

全館クリーンヒーター設置

星野和彦(県立松戸六実高等学校長）

校長に任命される 〃

視聴覚室内部改修工事竣工
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「スーパーサイエンスハイスクー

ル」研究開発の成果を報告

第1学年生徒定数普通科280名

（1学級減）理数科40名

下重恒夫（県史料研究財団事業第二

課長）校長に任命される

文部科学省より、｢スーパーサイエン

スハイスクール」の研究開発校とし

て、期間を2年継続の指定を受ける

校舎建て替えに伴い、旧県立幕張東

高等学校舎を仮校舎として授業開始

千葉県教育功労者表彰を受賞

（学校教育の部団体部門）

「スーパーサイエンスハイスクール」

研究開発5年間の成果を 終報告

第1学年から単位制教育課程を実施

（独）科学技術振興機構から千葉市

教育委員会が「サイエンス・パート

ナーシップ・プロジェクト」プラン

Cの採択を受け、本校で研究開発を

実施

田辺新一（県立船橋高等学校教頭）

校長に任命される

新校舎完成により小仲台に移転

新校舎全面共用開始

創立50周年並びに新校舎落成記念式

典挙行（下グラウンド竣工）

単位制教育課程完全実施

前庭整備（30周年記念事業）

創立30周年記念式典挙行

プール附属棟改築工事竣工

町井忠（県教育庁学校教育部指導

課主幹）校長に任命される

全天候型コート改修工事竣工

体育館･卓球場外部改修工事竣工

第1学年生徒定数普通科352名

理数科40名

調理室改修工事竣工

小講堂冷暖房工事竣工

クレーテニスコート改修工事竣工

第1学年生徒定数普通科336名

理数科40名

笠貫昭信(県立木更津高等学校教頭）

校長に任命される

第1学年生徒定数普通科320名

理数科40名

第二別館(CAI教室・会議室延

675㎡）竣工

推薦入試制（普通科）生徒入学

菅野捷壽（県立佐倉西高等学校長）

校長に任命される

文部省より、｢光ファイバー網による

学校ネットワーク活用方法研究開発

事業」の実践研究校の指定を受ける

校内LAN整備完了

「光ファイバー網による学校ネット

フE、 17． 3． 3110.
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創立50周年記念新校舎環境整備事業

（上下グラウンド・テニスコート夜

間照明増設､大時計､校訓碑設置等）

布留川厚（県立幕張総合高等学校副

校長）校長に任命される

前・後期選抜による生徒入学

文部科学省より、｢スーパーサイエン

スハイスクール」の研究開発校（5

年間）の指定を受ける

三木千恵子（県立幕張総合高等学校

副校長）校長に任命される

川崎浩祐（県教育庁教育振興部体育

課副課長)校長に任命される

文部科学省より、｢スーパーサイエン

スハイスクール科学技術人材育成重

点枠」の指定を受ける

文部科学省より、｢スーパーサイエン

スハイスクール｣の研究開発校（5

年間）の指定を受ける

ワーク活用方法研究開発事業」の開

始

須田繁（県教育庁学校指導部高校

教育課主幹）校長に任命される

「光ファイバー網による学校ネット

ワーク活用方法研究開発事業」のと

りまとめ

千葉大学との連携教育開始

千葉市より、｢千葉市新教育課程推進

モデル校設置事業」の実践研究校の

指定を受ける

「千葉市新教育課程推進モデル校設

置事業」のとりまとめ

山田正宏(県立船橋東高等学校教頭）

校長に任命される

文部科学省より、｢スーパーサイエン

スハイスクール」の研究開発校の指

定を受ける

特色ある入学者選抜による生徒入学

第2CAI教室開設
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3教育方針

(1)校 訓

強く明るくより高く

(2)教育方針

ア生徒一人一人が人間としての在り方・生き方についての自覚を深めるとともに他人の人格を尊重す

る態度を育成する。

イ国家社会の有為な形成者となることを目指し、国際的視野に立って諸々の事象を判断し、その行動

に責任を持つ態度を育成する。

ウ社会の変化に主体的に対応できる知識技術を身につけ、 これらを実践に移す積極的な態度を育成す

る。

エ心身の健全な発達を図り、生涯にわたって努力する勤勉な学習態度を育成する。

オ青年らしい明朗闇達な精神をもって個性を伸長し、 自信と希望に充ちた生活設計を樹立しようとす

る態度を育成する。

(3)努力目標

ア各教科の指導内容を充実させ、基礎・基本の学力の定着と個々の適正の伸長を図り、 自己教育力の

育成を図る。

イ特別活動を通じ、集団の一員としてのよりよき生活習慣を身につけさせるとともに、個々に応じた

能力の育成を図る°

ウ生徒理解の考えを基本として、 自主性を伸ばす生徒指導を推進し、誠実でたくましい心豊かな国際

人の育成を図る。

－4－



(4)平成29年度学校経営の目標及び具体的な手立て

雷
の充実を図る° 関する研修機会を設ける。

キャリア教育

生徒一人一人に将来の生き方に

ついて深く考えさせ、 自己の特性

を生かせる進路を主体的に選択

し､実現する力を身に付けさせる。

･総合的な学習の時間（キャリアプランニン

グ）等を活用する。

･進路関係の情報提供や分析講演会等、様々

な機会を活用して生徒の意欲向上を図る。

特別支援教育

特別支援教育についての組織体

制を整備する。

･コーディネーターを中心に、高校における

特別支援教育の現状について教職員の理解

を深める。

研 修

教職員の校内研修の充実を図る

とともに、各種研修会への積極的

な参加を図る°

･本校の教育実践(SSH、新学習指導要領、

アクティブラーニング、道徳教育など）や

喫緊の教育課題（不祥事防止など）に応じ

た校内研修を実施する。

その他

(特色ある活動等）

本校の特色である理数教育の一

層の推進を図る。

また、地域に根ざした学校とし

て、地域の期待にこたえる学校で

あるとともに、千葉市民にとって

も魅力ある学校づくりを目指す。

9SSH等を活用し、市内の小中高校の理数

教育の拠点校としての役割を果たす。

･ホームページを随時に更新し、学校の特色

を前面に出し、開かれた学校づくりを推進

する。

･学校評議会や青少年育成委員会等をとおし

て地域との連携を一層深める。

･探究活動を通して、思考力、表現力の育成

を図る。

目 標 具体的な手立て

学校経営
●

教育課程

知・徳・体のバランスのとれた

全人教育を行い、生徒一人一人の

自己実現が図れる学校づくりを目

指す。

SSHによるカリキュラム開発

について全職員の理解を深め、推

進を図る。

･単位制の特徴を活用したきめ細かな学習指

導の充実を図る。

･生徒の実態に即した進路指導を充実させる。

･学校行事、部活動、生徒会活動の一層の充

実・振興を図る。

･各教科・科目間で連携したクロスカリキュ

ラムを全職員で実践、研究する。

学習指導

自ら学ぶ意欲を育成し、確かな

学力の定着を図るとともに、生徒

がより主体的に参加できるよう授

業の改善に努める。

.生徒の知的好奇心を揺さぶる授業、わかり

やすい授業や習熟度別少人数授業等で生徒

の学力向上に向けた授業を展開する。

｡授業評価や教科別及び分掌で相互の授業研

究を行う等､組織的に授業改善に取り組む。

特別活動

特別活動の各内容の特質を踏ま

えた適切な指導により、 自主的．

実践的活動の充実を図る°

･ホームルーム、生徒会や委員会の活動をと

おして、生徒に学校行事等へ積極的に取り

組ませるとともに､連帯感や達成感を育み、

学校生活の一層の充実を図る。

生徒指導

基本的な生活習慣の確立に努

め、生徒の規範意識や社会性を育

む。

･服装・頭髪指導、登下校指導等の充実を図

り、けじめある生活を送らせる。

･HR活動を充実させるとともに、教育相談

体制を整備し、問題を抱えた生徒を早期に

発見し、解決を図る°

体育・健康

･安全教育

健康・体力づくり活動の充実に

努める。

交通安全、薬物乱用防止教育等

･保健体育の授業、学校行事（陸上競技大会、

マラソン大会）等をとおして生徒の健康体

力づくりを推進する。定期的に安全教育に



教科 科目
標準

単位数
l年次 2年次

3年次

I類型 Ⅱ類型 Ⅲ類型

単位

科目

〔合計

教科

2年次
SSIIコース

3年次
SSIlコース

単位

科目

k合計

教科
備 考

普
通
教
科
・
科
目

圃語

地理歴史

公民

数学

理科

保健体育

芸術

外国語

家庭

情報

国語総合

現代文 B

古 典 B

総合古典

古典研究

世界史A

世界史 B

日 本史 A

日 本史 B
地 理 A

地 理 B

世界史研究

日本史研究a

日本史研究β

地理研究a

地理研究β

倫 理

政治 ．、経済

倫理研究

政治・経済研究

数 学 I

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅲ

数 学 A

数 学 B

数学研究 I

数学研究Ⅱ

総合数学

物理基礎

物 理

化学基礎

化 学

生物基礎

生 物

地学基礎

地 学

物理基礎研究

物理研究

化学基礎研究

化学研究a

化学研究β

生物基礎研究

生物研究

地学基礎研究

体 育

保 健

体育･スポーツ研究

音 楽 I

音 楽 II

音 楽 Ⅲ

美 術 I

美 術 Ⅱ

美 術 Ⅲ

書 道 I

書 道 Ⅱ

書 道 Ⅲ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語I

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ

英語表現 I

英語表現Ⅱ

英語研究

家庭基礎

家庭研究

情報の科学

家庭

理数

服飾手芸

探究物理

探究化学

探究生物

探究地学

守
門
教
科
科
目 一

寸
■
ハ

●
も
〃
ず

肌
叩
Ｔ
一

一
Ｊ
句
６

『
１
八
Ｗ
寺
叩
“

学校外学鯵

SS-国語a

SS-国語β

SS-Mathematics

SS-ScienceCampI
SS-ScicnccCampⅡ

SS-課題研究

Ad1n…d昶創h雨I鉾i…I

鋤･釦輝cdNalwaIScim“Ⅱ

大学における学修

教系 単位数計

総合的 学習の時間

特別活動 ｜ホームルーム活動
号斗
ﾛI

4

4

4

２

２

7～8

4

２

2

2～4

3

4

２

２

3

2

2

2

3

1

2－

ワー
臼

2－

3

2

2

2

（ 1 ）

32～33

1

33～34

２

4

4－

4－

4

２

9一
色

2－

2－

３

1

2－

2－

2－

4

2

2－

(1～2）

)2～34

1

33～35

3

4

b,c（ 2）

a（4）

b( 2)
a（ 4）

d( 2)
a( 4)
e( 2)

3

3,e( 2)
1,e( 2)

],c( 2)
d( 2)

d( 2)

c( 2)

d( 2)

c( 2 )
2

e( 2 )

e( 2 )

e( 2)

e( 2)

4

2

2

e( 2)

(1～2）

32～34

1

33～35

３

c,e( 2)

e( 2 )

3

c,e( 2 )

d,e( 2 )

4

a(4)

4

a(4)

a(4)

d( 2 )

e( 2 )

c( 2 )

e( 2 )

d( 2 )

e（ 2 ）

c( 2 )
2

e( 2 )

e( 2 )

e( 2)

e( 2)

4

２

d,e( 2)

e( 2)

(1～2）

32～34

1

33～35

3

’ CC

e（ 2） CC

［［［

〔〔〔

［［［

e( 2 ) CCC

３

e（ 2 ）

e( 2 )

8

’〔〔
’〔〔
’〔〔

a（ ）

’〔〔〔
’〔〔〔

a( ） ’〔〔〔
’［［［

a（ ） ’〔〔〔

e（ ）

e( 2 )
’〔〔〔

e( 2 ) |〔〔〔
’〔〔〔

2

e( 2 ) |〔〔
’（（（
’［［［

e( 2 ) |〔〔〔
’〔〔〔
’〔〔〔

e( 2 ) |（（（
’［［［

e( 2)

4

２

e( 2)

e（ 2）

(1～2）

32～34

1

33～35

4
5

4
～

～ 13～19

2
～

～

～

～

～

～

～

～ 6～12

２

3

0～2

0～2 5～9

3

4

0～8

２

２

～

～

～ 11～19

2
～

２

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～ 8～22

8
2
～ 10～12

～

～

～

～

～

～

～

～

～ 2～6

0 ２ 17～19

0 2 2～4

2

O～2 0～2

(0～I)

0～1

(0～4） (O～4)

96～101

3

99～104

2‐

2‐

4

2

2

2

2

３

1

2－

ワー
白

2－

4

2

2－

4

（ 1 ）
2

1

(l～2）

33～36

33～36

9（ 2）

3（ 2）

３

9（ 2 ）

e( 2)

6

1（ ）

1（ ）

ﾖ（ ）

e（ ）

e( 2)

』（ 2）

2

』（ 2）’（（
| I〔〔〔
’（（（

3（ 2）’（（（
|（（（（
’ ＩＩＩ

』（ 2）’（（（
’

』（ 2）

4

２

き（ 2）

9（ 2）’
き（ 2）’
き（ 2）’
』（ 2）’
』（ 2 ）

3

2

1

(I～2）

33～35

〕3～35

4

0～2 4～6

2

0～2

0～2

0～2 4～6

2

3

0～2

0～2 5～7
・
３
．
・
４

－
－
６

．
・
２

．
・
２

一

17

0 4

0 4

O～4

O～2

２

O～2

O～2

14～20

8

2
～ 10～12

～

～

～

～

～

～

～

～

～ 2～6

3

4

4

2

4

0～2 17～19

2

O～2 2～4

2 ２

～2 0～2

～2

）～2

）～2

0～2 0～2

4
３

2

(0～1）

(0～1）

２

I

1 13～15

(O～4） (0～4）

98～104

1

99～105

※l年次の選択について

音楽I,美術I,書道I

から1科目選択

※2年次の選択について

①日本史B,地理Bから1科目選択

SSHコースは

日本史A,地理Aからl科目選択

②生物基礎，地学基礎，化学研究α

から2科目選択

③音楽Ⅱ，美術Ⅱ，書道Ⅱ，家庭研究

からl科目選択

※3年次の選択について

①a選択（4単位）から1科目選択

②b選択（2単位）から1科目選択

③c選択（2単位）から1科目選択

④d選択（2単位）からl科目選択

⑤e選択（2単位）からl科目選択

※理科の選択について

生物，地学の履修はそれぞれの科目に
基礎を付した科目の後に履修すること。

※芸術の選択について

Ⅱを付した科目はそれぞれに対応するI

を付した科目を履修した後に、 Ⅲを付し

た科目はそれぞれにⅡを付した科目を履

修した後に履修すること。

※学校設定科目の選択について

次の学校設定科目はそれぞれに対応する

科目を履修していること。

世界史研究・・・・世界史B

日本史研究α， β ・日本史B

地理研究α・・・・地理B

地理研究β・・・・地理A,または地理B

生物基礎研究・・・生物基礎

地学基礎研究・・・地学基礎

生物研究・・・・・生物

物理研究・・・・・物理

※学校外学修の「大学における学修」は、

本人の希望をもとに学校の推薦を得た者

が履修できる。前期または後期の授業を

l単位とし､通年の授業を2単位とする。

※一度履修した科目を再度選択すること

はできない。
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教科 科目
標準

単位数
l年次 2年次 3年次

単位数合計

科目 教科
備 考

普
通
教
科
・
科
目

圃語

地理歴史

公民

理科

保健体育

芸術

外国語

家庭

情報

国語総合

理数国語a

理数国語β

古典研究

世界史A

日 本史A

地 理 A

地理研究β

倫 理

政治 ． 経済

倫理研究

政治・経済研究

物理研究

化学研究β

生物研究

体 育

保 健

体育･スポーツ研究

音 楽 I

美 術 I

書 道 I

．ユニケーション英語I

．ﾕニケー，ﾖﾝ英語Ⅱ

．ﾕﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ

英語表現 I

英語表現Ⅱ

英語研究

家庭基礎

情報の科学

専
門
教
科
・
科
目

家庭

理数

ｽｰﾊﾟｰ

ｻｲｴﾝｽ

学校外学修

服飾手芸

理数数学 I

理数数学Ⅱ

理数物理

理数化学

理数生物

理数地学

FieldSmdy

探究物理

探究化学

探究一 生物

探究地学

先端科学講座I

先端科学講座Ⅱ

SS-ScienceCampl

SS-ScienceCampn

SS-FieldStudy

CrossoverSciencel

CrossoverScienceⅡ

CrossoverScienceⅢ

大学における学修

教科単位数計

特別活動 ｜ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動
合 計

4

2

2

2

２

2

7～8

2

2

2

2

3

4

4

2

4

2

2

2～4

5～6

8～12

4～8

4～8

4～8

4～8

4

2

２

1

2 司
9－
日

2」

3

2

2

2

6

２

2

２

1

1

（ 1 ）

1

35～36

35～36

4

2 司

2」

3

1

4

２

6

3

3

3

1

( 1 )

1

1

(1～2）

34～37

34～37

3

e( 2 )

e( 2 )
2

2

e( 2 )

e( 2 )

e( 2 )

e( 2 )

e( 2 )
２

e( 2 )

4

2

e( 2 )

e( 2 )

７

3

2

3

e( 2 )

e( 2 )

e( 2 )

e( 2 )

1

(1～2）

33～35

33～35

4

4

3

O～2 11～13

2

O～2

O～2

O～2 4～6

2

２

O～2

O～2 4～6

O～2

0～2

O～2 O～2

7

２

O～2 9～11

0～2

0～2

O～2 2

3

4

4

2

4

0～2 17～19

2 2

2 2

O～2 O～2

6

13

6

７

5

5

1

O～2

O～2

O～2

O～2 43～45

1

1

(O～1)

(0～1）

1

1

1

1 6～8

(O～4) (O～4)

102～108

102～108

※1年次の選択について

音楽I,美術I,書道I

から1科目選択

※2年次の選択について

日本史A,地理Aから1科目選択

※3年次の選択について

e選択（2単位）から1科目選択

※学校外学修の「大学における学修」は

本人の希望をもとに学校の推薦を得た者

が履修できる。前期または後期の授業を

1単位とし､通年の授業を2単位とする。

※一度履修した科目を再度選択すること

はできない。
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職名 氏 名 教科 学年 分掌 部活動・同好会顧問 着任年月

校 長 川崎浩祐 平成28.4

教 頭 川嶋 篤 平成29 4

教 頭 市川 透 平成28 4

主幹教諭 太田和広 理 科 ◎SSH推進 物理化学 平成21 4

教 諭 凍藤公真子 ◎国 語 3B副 教 務 華道・バドミントン 平成24 4

教
△
則 御子神良行 国 語 ◎管 理 ソフトボール 平成23 4

教
△
則 志村和子 国 語 2E担 管 理 合唱・水泳 平成26 4

教
△
則 戸 村佳代子 国 語 2C副 総 務 茶道 サッカー 平成21 4

教
△
則 伊丹純子 国 語 1B担 生徒会 合唱 ダンス 平成28 4

教
△

別 宇井 香 国 語 1G担 図 書 茶道 卓球 平成22 4

教 命 渡邊直彦 国 語 3C担 進路指導 文学 硬式テニス 平成26 4

教 諭 近 藤 菜々子 国 語 2F副 総 務 演劇・弓道 平成28 4

教 諭 富田彩文 国 語 1A副 教 務 吹奏楽・ダンス 平成29 4

教
△

月リ 荒川幸隆 地歴公民 ◎教 務 写真・山岳 平成22 4

教
△

別 川島雅志 地歴公民 ◎生徒会 文学・※視聴覚 平成22 4

教
△
則 戸 井俊文 地歴公民 2F担 総 務 書道・柔道 平成25 4

教 前 川等健史 地歴公民 ◎2 主 生活指導 野球 平成25 4

教
△
別 齋藤千恵 ◎地歴公民 3C副 生活指導 茶道・バスケットボール 平成26 4

教 命 鐘ヶ江 龍 地歴公民 3付 情報教育 バスケットボール 平成29 4

教
△

則 大 戸 幹太 地歴公民 1D担 進路指導 サッカー 平成28 4

教
△
則 四十栄貞憲 地歴公民 3A副 生徒会 ※視聴覚・弓道 平成29 4

教
△
則 阿部快介 数 学 3H担 理調斗･教務 地学・ソフトボール 平成25 4

教
△

則 小川竜則 数 学 2付 図 書 ※棋道・陸上 平成24 4

教 命 大垣明義 数 学 ◎3 主 進路指導 ※パソコン・ソフトテニス 平成25 4

教
△
別 飯高 豊 数 学 ◎総 務 美術・バレーボール 平成23 4

教
△

則 堀越和仁 数 学 3G担 総 務 硬式テニス 平成26 4

教 前 金子大輔 ◎数 学 3F副 教 務 ※パソコン・陸上 平成24 4

教
△

則 坂本敦史 数 学 2D担 進路指導 吹奏楽・バドミントン 平成28 4

教
△

則 河邊圭介 数 学 2A担 教 務 生物・演劇・ソフトテニス 平成27 4

教
△

則 山田裕紹 数 学 ◎図 書 バドミントン 平成26 4

教
△

別 武田由希子 数 学 3D担 SSH推進 地学・※パソコン・弓道 平成25 4

教 諭 岡崎裕司 数 学 1E担 教 務 卓球 平成28 4

教 諭 佐 藤 征哉 数 学 1F担 教 務 バレーボール・美術 平成28 4

教
△

則 安岡恭兵 数 学 2E副 管 理 軽音楽・野球 平成29 4

教
△

則 上川．圭子 理 科 1H副 総 務 物理化学 平成23 4

教
△

則 村上道夫 理 科 1D副 SSH推進 陸上 平成27 4

教 諭 小原 稔 理 科 ◎蝋科'SSH" 地学 平成18 4

教 諭 直井泰子 理 科 2H担 理調斗･教務 生物・ダンス 平成27 4

教 諭 脇田悟寿 理 科 3F担 進路指導 生物・ソフトテニス 平成26 4

教 諭 三坂智樹 理 科 1A担 教 務 生物・バスケットボール 平成28 4

教 諭 米谷貴信 ◎理 科 3E副 情報教育 物理化学・剣道 平成25 4

教 諭 山田和洋 理 科 2H副 SSH推進 地学 平成28 4

教 諭 大釜章嗣 理 科 2C担 生徒会 ※軽音楽・野球 平成25 4

教 諭 堀米菜都子 理 科 2G担 進路指導 合唱・野球 平成27 4

教 諭 古橋健太 理 科 1H担 理獅斗･教務 サッカー 平成27 4

教 諭 間宮健太 理 科 3H副 SSH推進 硬式テニス 平成26 4

教 諭 岡田一弘 保健体育 1 付 管 理 水泳 平成23 4

教 諭 大石 康 保健体育 3付 生徒会 サッカー 平成23 4

教 諭 伊能秀和 保健体育 ◎生活指導 バスケットボール 平成22 4

教 諭 本間慎也 保健体育 ◎情報教育 ※視聴覚・陸上 平成20 4

教 諭 伊藤 愛 ◎保健体育 1C副 生活指導 ソフトテニス 平成27 4

教 諭 松下 忍 保健体育 3B担 生活指導 バレーボール 平成27 4



職名 氏 名 教科 学年 分掌 部活動・同好会顧問 着任年月

教 諭 宍倉康明 保健体育 2B担 生活指導 柔道 平成23.4

教 諭 重田充範 保健体育。’主 生活指導 剣道 平成25 4

教 諭 篠宮幸則 ◎音 楽 lF副 生徒会 吹奏楽 平成25 4

教 諭 前田佳那子 美 術 1G副 進路指導 美術・バレーボール 平成29 4

教 諭 大隅晃弘 書 道 3E担 総 務 書道・柔道 平成26 4

教 諭 齋 藤 薫 英 語 2G副 図 書 華道・ダンス 平成25 4

教 諭 藤井真美 英 語 3G副 生活指導 華道・山岳 平成22 4

教 諭 渡邉哲文 ◎英 語 3D副 SSH推進 物理化学・硬式テニス 平成25 4

教 諭 長島利雄 英 語 3A担 進路指導 ※棋道・山岳 平成24 4

教 諭 江尻 葉 子 英 語 2B副 管 理 ※軽音楽・水泳 平成25 4

教 諭 大間春美 英 語 2A副 総 務 演劇・バドミントン 平成29 4

教 諭 鈴木晶代 英 語 2付 進路指導 料理・卓球 平成29 4

教 諭 佐藤洋輔 英 語 1B副 生徒会 吹奏楽・ソフトボール 平成28 4

教 諭 菊島 翔 英 語 ◎進路指導 写真・ソフトボール 平成25 4

教 諭 伊藤陽子 英 語 1E副 図 書 文学・剣道 平成27 4

教 諭 青木朋大 英 語 1C担 生徒会 写真・山岳 平成27 4

教 諭 伊豫田雅美 英 語 平成27 4

教 諭 上野るい 家 庭 2D副 教 務 料理・卓球 平成23 4

養護教諭 梶原真知子 養 護 管 理 書道・水泳 平成29 4

養護教諭 勝村史子 養 護 管 理 料理・弓道 平成25 4

実習助手 秋 葉 裕美 実 助 進路指導 平成8 4

実習助手 重吉寿美恵 実 助 蝋科･SSH" 平成1 4

非常勤講師 福島量吉 国 語 平成25 4

非常勤講師 真田正人 地歴公民 平成27 4

非常勤講師 大田紳一郎 数 学 平成28 6

非常勤講師 大平泰志 数 学 平成28 12

非常勤講師 内垣和男 情報･理科 平成24 4

非常勤儲師

非常勤講師

宇井文雄

大塚美樹

美 術

美 術

平成29

平成29

4

4

非常勤講師 明石盟子 英 語 平成27 I0

非常勤講師 堀口利枝 家 庭 平成26 4

非常勤実助 徳田もも葉 教 務 平成28 4

非常勤嘱託 吉住香子 華道 平成13 4

非常勤嘱託 鳥海博子 茶道 平成28 4

ALT AlfredGuballa 英 語 平成25 4

職名 氏 名 職 務 分 担 着任年月

事務長 貝塚 剛 事務全般 平成26.4

主 査 川口克美 人事・育英・報告・施設・事務事業評価 平成29 4

聿仔聿事 宗像秀典 支出 予算決算・消耗品管理・旅費 平成28 4

羊仔聿事 鈴木恵子 旅費 海外研修・非常勤・学校医・諸証明発行・給与 平成26 4

羊仔主事 友藤綾平 文書 服務・施設修繕･PTA・就学支援関係 平成29 4

技能羊仔 小曾川浩也 衛生 環境整備等 平成29 4

技能員 今泉中伸 衛生 環境整備等 平成27 4

技能員 緑川啓太 衛生・環境整備等 平成29 4

非常勤嘱託 中村恭子 学校司書 平成19 4

非常勤嘱託 金子陽子 学校司書 平成16 4



6校務分掌と運営組織の概要

・連絡調整会議
●総合学習委員会
・調査書作成委員会

●教育課程検討委員会
●SSH校内委員会
●教科書選定委員会

・入試委員会 ・衛生委員会
●セクハラ相談兼人権教育推進委員会
・特別支援教育委員会兼教育相談委員会(いじめ防止委員会）

－10－

部 分担 主な内容 部 分担 主な内容

総 務

教 務

管 理

図 書

SSH推進

儀 式
●企画・進行

･表彰・掲示

庶 務

･生徒手帳

･学校要覧
。｢学校案内」作成
･沿革誌（資料保存）
･職員会議録・芸術鑑賞会

●奨学金 ●入学前説明会

渉 外
･PTA ・同窓会・国際交流
･PTA会報

開かれた

学校づくり

･学校評価アンケート

･学校説明会準備・実施
･学校評議員会・公開授業
･学校評価

教科関係

･教育課程評価基準等

･授業時間割
･定期考査答案返却
・科目選択調査及び学級編成
・教科書

・学習指導計画・シラバス

運営・記録

・日課運営・授業評価

・生徒在籍生徒異動
・授業日数・転入考査
・教育実習 ・指導要録
・行事計画・成績処理
・教育委員会への報告等

用 度 ・諸表簿備品・消耗品

<留学審査会〉

<HOC (学校外研修)>

化
理
災
事
健

美
管
防
行
保

・清掃計画委員会指導
・安全点検靴箱配当

・冷・暖房機使用規定
●防災訓練火元責任者配置

・会場設営
・保健室一般委員会指導

図書係

●企画・管理・運営

・図書館事務・図書選定
・図書館報 ・新着図書案内
・委員会指導・蔵書点検
●レファレンスサービス

・発行物保管・渉外

視聴覚係 ・機器管理・視聴覚室管理

総務・企画

・運営全般

・年間行事の掌握・調査

・予算案作成（全体）

カリキュラム

開 発

・年間実施の掌握・調整
・実施カレンダーの作成
・予算案作成（クロス）

外部機関

連 携

・年間行事の掌握・調整

・実施カレンダーの作成
・予算案作成（外部連携）

国際教育｡

広報・普及

●予算案作成（広報･普及･国際）

・文書管理、会議録作成

評 価
●SSHコース設置要項作成
・評価計画

●研究開発報告書作成

生活指導

生徒会指導

進路指導

情報管理

理 数

生活指導

・個人写真撮影・個人写真台帳作
成

・貴重品袋遺失物管理
・長期休業前の諸注意
・生徒手帳・校外指導

・補導センター警察等の連絡
●LHR計画・運営

教育相談 ・教育相談委員会との連携

安全指導

・通学指導
・自転車通学届。安全点検
・駐輪場管理
・自転車通学者名簿作成・管理
●事故報告

学 年
・個人調査書の整備保管
・学年との連絡調整

中央役員
関 係

・中央役員の指導予算編成
・対面式・部活動紹介
●生徒総会評議会
●中央役員選挙

・ボランティア活動・文化祭
・球技大会・合唱コンクール

会
等

冒
貝委

係
部
関

・部員数調査
・部長会議県高体連県高文連
・壮行会 ・合宿・顧問会議
●部、同好会、委員会指導
・部室使用管理

キャリア

教 育

・進路指導計画立案
・進路各種調査・統計
・インターンシップ
・進路講演会

・看護体験

。｢進路の参考資料」作成

進学指導

・大学説明会●模擬試験
・受験関連資料整備

・夏期補習
・卒業生の話を聞く会
・スタディサポート
・調査書作成

・卒業生対応・大学模擬授業
●学部学科ガイダンス
●推薦・AO入試指導
・専門学校進学指導、 GTEC

就職指導
・職安連絡・求人受付
・公務員試験指導

ネットワーク

管 理

・公開ホームページの作成と管理

・校内職員用サーバー、ネットワ
－クの運営と管理

施設・備品
管 理

・コンピュータ教室の運営と管理
・情報機器の管理

研修・教育
・ウィルス･セキュリティ対策の推進

・情報機器操作に関する研修･援助

他分掌との連携協力

●企画●運営

校外研修

・企画・渉外

・運営

(FieldStudy、 SS-FieldStudy、
放射線医学総合研究所研修等）



7年間行事計画及び日課

(1)年間行事計画

(2)標準日課

－11－

月 主 な 行 事 生徒会 PTA

4月

転入考査（新1年）

前期始業式入学式オリエンテーション離任式

身体測定健康診断登校指導

進路希望調査（第1回）

対面式

部活動紹介
理事選出

5月

SS-FieldStudy保護者説明会（理数科2年） 下校指導
安全点検①FieldStudy(理数科1年）
放射線医学総合研究所研修（理数科2年）

科目選択ガイダンス（1．2年） 自転車安全点検

公開授業①学年保護者会(2．3年） 校内模試(3年）

野外地学実習(SSHコース2年）

生徒総会

総務委員会（1．2回）

理事会

各委員会

総会

進路講演会（3年）

セーフティｳｫｯﾁｬｰ活動

6月

教育実習陸上競技大会登校指導前期中間考査

進路講演会（3年）

大学学部学科ガイダンス（2年） 大学別説明会

中央役員選挙 セーフティｳｫｯﾁｬｰ活動

7月

同窓会総会登校指導国際理解教育講演会

校内模試（1．2 ．3年）

野外生物実習(SSHコース2年）

夏期補習①保護者面談SS-ScienceCamp l (1年）

爽竹桃祭(文化祭）

中央役員認証式

文化祭参加

セーフティｳｫｯﾁｬｰ活動

8月
夏期補習②インターンシップ保護者面談GTEC

SS-ScienceCampn (2年） 学校説明会転入考査

9月

防災避難訓練

前期期末考査センター願書集約校内模試（3年）

登下校指導AED講習会（部代表者）

生徒指導講演会（交通安全：スケアードストレイト）

球技大会

1.CH新聞発行

ゴﾐOｸﾘｰﾝｱｯ活動

会報150号発行 ．

セーフティウォッチャー活動

10月

登校指導科目選択ガイダンス（1．2年）

SS-FieldStudy(理数科2年） 校内模試(3年）
修学旅行（普通科2年） 校外学習（1．3年）

進路希望調査（第2回） 受験手続説明（3年）

公開授業②公開理科実験教室学年保護者会（1年）

蔵書点検安全点検②

共同募金

セーフティｳｫｯﾁｬｰ活動

総務委員会（第3回）

進路講演会（1．2年）

11月

校内模試（1．2．3年） 蔵書点検芸術鑑賞会

人権教育研修会模試分析会（3年）

CCSSフェスティバル救命講習会(1年）

研修旅行

セーフティｳｫｯﾁｬｰ活動

12月 後期中間考査転入考査CCSSフォーラム下校指導 合唱ｺンクール

1月

登校指導大学入試センター試験進路講演会（2年）

SS-FieldStudy報告会（理数科2年）
校内模試（1．2年）

セーフティウォッチャー活動

2月 入学者選抜前期選抜安全点検③マラソン大会

3月

入学者選抜後期選抜卒業式

後期期末考査（1．2年） 入学許可候補者説明会

後期終業式転入考査（新2．3年）

千葉県高校生課題研究発表会(理数科/SSHコース1･2年）

｢結晶」発行

I.C.H新聞発行
会報151号発行

時 間 時 間

登 校 8：25 昼 休 み 12：25～13: 10

第 1 限 8：35～9：25 第 5 限 13 10～14 0O

第 2 限 9 35～10 25 第 6 限 14 10～15 00

第 3 限 10 35～11 25 第 7 限 15 : 10～16 00

第 4 限 11：35～12：25 SHR･清掃 ~16: 20



8生 徒

(1)定員及び現員 (5月現在）

(2) 出身中学校別人数 5

－1

学級数

普通 理数

定 員

普通 理数

現 員

男子 女子 計

普通 理数 普通 理数 普通 理数 学年

学
年

１
２
３

小計

７
７
７

21

１
１
１

3

280

280

280

840

40

40

40

120

164

119

129

412

28

30

25

83

123

163

151

437

12

10

14

36

287

282

280

849

40

40

39

119

327

322

319

968

合計 24 960 495 473 968

中 学 lf 二 2f 二

3年 ニト
ロI 中 学 1年 2年 3f 言

計

加 曽 利 4 1 1 6 高 浜 2 1 1 4

末 広 1 8 3 12 山 王 3 4 2 9

葛 城 10 7 序

I 24 稲 浜 1 2 2 5

椿 森 2 3 7 12 朝日ケ丘 5 1 1 7

緑 町 3 8 5 16 貝 塚 13 3 8 24
小 中 台 12 16 15 43 越 智 3 2 5

花 園 19 19 25 63 泉 谷 9 9 2 20

新 宿 4 8 7 19 土 気 2 1 3

蘇 我 12 20 13 45 土 気 南 5 3 4 12

犢 橋 2 1 2 5 打 瀬 15 18 9 42

こてはし台 2 2 有 吉 8 11 ワ

I 26

幕 張 6 4 3 13 大 椎 4 7 3 14

幕 張 西 9 5 9 23 おゆみ野南 14 7 12 33

幕張本郷
句

I 10 8 25 真 砂 7 11 13 31

生 浜 2 4 3 9 磯 辺 9 5 13 27
誉 田宮 6 4 5 15 花 見 川 1 2 3

轟 町 16 7 13 36 花見川第一 1 1

松 ケ 丘 3 万

【 3 13 千葉大附属 11 5 5 21

更 科 1 1 八 幡 1 1

川 戸 2 5 7 五 井 1 1 2

白 井 1 1 姉 崎 1 1

稲 毛 8 6 16 30 姉 崎 東 1 1

千 草 台 1 1 1 3 国分寺台 1 1

千城台西 3 1 4 8 ちはら台南 1 1 2

千城台南 1 4 1 6 ちはら台西 3 3

星久喜 3 2 3 8 千 種 1 1
さつきが丘 2 1 3 辰 巳 台 1 1 2 4

高洲第一 5 5 7 17 八 幡 東 ・ 1 2 3

高洲第二 1 2 2 5 有 秋 3 3

幸町第一 3 6 2 11 湿 津 1 1

幸町第二 8 2 10 蔵 波 1 1

大 宮 1 2 3 小 糸 1 1
一件一

早 野 14 7 6 27 四 街道 1 1

都 賀 4 5 9 四街道西 4 4

みつわ台 9 9 9 27 四街道北 1 1

緑 が 丘 6 8 7 21 佐 倉 1 1

天 戸 2 2 1 5 臼 井 西 1 1

若 松 5 6 1 12 習志野第一 1 1



(3)主たる通学方法（距離を主とする） (5月現在）

(4)入学状況（最近3か年）
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中 学 1年 2年 3f
一
一
一

二
一
口 中 学 1年 2年 3年 計

習志野第二 1 1 2 下 貝 塚 1 1

習志野第三 1 1 南 行徳 1 1

習志野第六 1 1 福 栄 1 1

習志野第七 2 1 3 高 谷 1 1 2

宮 本 1 1 塩 浜 1 1

船 橋 1 1 2 東京学館浦安 1 1

葛 飾 3 3 日 の 出 1 1

法 田 1 1 入 船 2 1 3

旭 1 1 富 岡 2 9
且

前 原 1 1 2 明 海 1 1
二 宮 1 1 東 金 東 1 1

山 2 -2 八 街 1 1 2

湊 1 1 玉 造 1 1

萱 田 1 1 大 網 2 2

大 和 田 1 1 勝 浦 1 1

市川第二 1 1 北海道札幌市中の島 1 1

市川第五 1 1 岩手県花巻市花巻北 1 1

市川第六 1 1 ｻﾝｳﾛ日本人報 1 1

市川第七 1 1

市川第八 1 1 合 計 327 322 319 968

徒 歩 自転車 バ ス J R 京 成 モノレール

学
年

年
年
年

１
２
３

50

24

11

105

89

145

19

23

14

144

176

139

（
ｘ
Ｕ
”
″
Ｉ
Ｏ
八
Ｕ

1

3

2

合計
85

(8.8％）

339

(35％）

56

(5.8％）

459

(47.4％）

23

(2.4％）

6

(0.6％）

総合 968



ノ

〈
云9生徒

1）組 織（

合
云 費（）

月額400円

(入会金400円）

(3)部活動 ※印は同好会（5月現在）

－14－

文 化 系 運 動 系

名 称 男 女 計 名 称 男 女 計

文 学 2 3 5 陸 上 競 技 25 25 50

物 理 化 学 23 4 27 バレーボール 25 31 56

生 物 6 0 6 野 球 38 7 45

地 学 1 2 3 ソフト テ ニス 4 10 14

美 術 3 4 ワ

イ バスケットボール 38 17 55

書 道 0 6 6 サ ッ カ ー 73 4 77

今
唱ロ 0 6 6 ソフトボール 8 17 25

吹 奏 楽 19 63 82 バドミントン 20 18 38

写 真 7 4 11 卓 球 12 4 16

演 劇 2 11 13 柔 道 3 1 4

茶 道 0 12 12 剣 道 4 7 11

華 道 0 6 6 山 岳 10 9 19

料 理 0 23 23 水 泳 30 11 41

視聴覚特別委員会 3 8 11 弓 道 26 42 68

※棋 道 5 2 7 硬式 テ ニス 39 39 78

※パソコン研究 4 9 13 ダ ン ス 6 61 67

※軽 音 楽 10 12 22 合 計 446 478 924



10 P T A

(1) 目 的

学校と家庭との連絡を密にし、互いに協力して学校の発展と生徒の福祉増進を図ることを目的とする。

、
』
ア
イ
ウ
エ

２く 事 業

学校の教育環境の整備

生徒・教職員の奨学と厚生

会員相互の親睦と研修

その他必要な事項

(4)会 費

月額 800円

（入会金は200円）

空調設備負担金 月額

(3)組 織

ア役 員

会長 1名

副会長 4名（うち1名は校長）

理事 各学級2名を原則及び教職員11名

監査 2名

書記 2名（うち1名は教職員）

会計 2名（うち1名は教職員）

1, 300円

イ委員会

総務委員会

文化教養委員会

生活指導委員会

進路研究委員会

予算の編成、役員の推挙、広報活動、その他

会員の研修、その他

生徒の校外生活指導、その他

進学等の調査研究、その他

ウ組織図 ’

監査2

事務(雲;）会 理事会総

文化教養委員会

生活指導委員会総務委員会

進路研究委員会

－15－



11卒業生

(1)合格者数（最近3ヵ年）

－16－

国公立大学
平成26年度

現 卒

平成27年度

現 卒

平成28年度

現 卒

帯広畜産大 1

北海道大 1 1 2 1

岩 手 大 1

東 北 大 1 1 1

福 島 大 1

茨 城 大 4 2 1 2 3 1

筑 波 大 1 1 4

宇都宮大 1 1

埼 玉 大 3 1 1

千 葉 大 37 5 31 9 26 4

電気通信大 1 1 1

お茶の水女子大 1

東京海洋大 3 1 1 1 1

東 京 外大 2

東京学芸大 1 1 3

東京芸術大 1

東京工業大 1 1 1 1

東京農工大 2 1

一 橋 大 1 1 1 2

横浜国立大 1 1

新 潟 大 1

富 山 大 2

岐 阜 大 2

信 州 大 2 1 5 1 1 2

静 岡 大 1 2 1 1 9
日

名古屋大 1 1

三 重 大 1

京都教育大 1

大 阪 大 1

神 戸 大 1

鳥 取 大 1

熊 本 大 1

宮 崎 大 1

琉 球 大 1 1 1

青森公市大 1

宮 城 大 1

高崎経済大 1 1

埼玉県立大 1

千葉県立保健医療大 3 1 1

首都大学東京 5 4 2

金沢美術工芸大 1

愛知県立芸大 1

大阪府立大 1

奈良県立医大 1

小 計
70 18

88

55 23

78

56 21

77

私立大学
平成26年度

現 卒

平成27年度

現 卒

平成28年度

現 卒

早稲田大 11 2 25 5 18 10

慶應義塾大 5 1 3 2 6 4

上 智 大 10 3 9 4 9 2

東京理科大 27 庁

I 33 13 23 12

学習院大 10 1 18 5 19

明 治 大 37 6 54 22 34 7

青山学院大 20 16 2 7 3

立 教 大 48 5 54 9 38 7

中 央 大 29 5 33 9 32 3

法 政 大 50 9 89 18 46 12

日 本 大 67 19 77 26 65 20

東 洋 大 32 12 53 5 50 5

駒 澤 大 11 10 2 23

専 修 大 7 1 4 3 6 3

成 膜 大 12 14 2 11 1

成 城 大 7 10 5 1

明治学院大
庁

イ 1 17 庁

イ 8 1

國學院大 7 3 8 5 16 2

芝浦工業大 14 11 24 12 19 3

東京電機大 3 3 3 2 5

東京農業大 17 2 13 5 13 9

東 邦 大 20 5 21 4 30 6

共立女子大 12 1 3 1

東京女子大 13 8 10

日本女子大 20 10 3 7 1

東 海 大 1 2 3

東京都市大 2 4 1 2

武 蔵 大 1 1 2

文 教 大 11 2 4 7

神田外語大 15 1 19 8 1

千葉工業大 25 1 24 6 21 5

帝京平成大 3 3

市命館大 3 2 1 1 2 2

その他の大学 139 36 79 25 142 22

小 計
696 141

837

741 197

938

690 144

834



平成29年4月14日現在

(2)卒業者数

EJJ
卒業年度

(回数）

男

(51）

182

(52）

170

(53）

146

(54）

164

(55）

186

(56）

’ 166

計

12,391

女 140 149 174 156 137 159 9, 187

計 322 319 320 320 323 325 21,578

国公立大学
平成26年度

現 卒

平成27年度

現 卒

平成28年度

現 卒

型字|屍北栂追短大 1

淑徳大短大部 1

千葉敬愛短大 1

青山学院女子短大 1 3 1

大妻女子大学短大 1

共立女子短大 1

東京家政大短大 2

東京農大短大部 1 1

日本大短大部 I

立教女学院短大 2

小 計
2 0

2

6 1
庁

I

ワ

イ 1

8

私方大学
平成26年度

現 卒

平成27年度

現 卒

平成28年度

現 卒

防衛医科大学校 1

防衛大学校 1

海上保安大学校 1

水産大学校 1

職業能開大学校 1

小 計
0 2

2

0 0

0

3 0

3

専門学校
4 1 0

4
5 1 1

6
6 1 2

8

卒業年度

(回数）

36

(1)
７
〕

３
⑫

38

(3)

39

(4)

40

(5)

41

(6)

２
〕

４
何

３
１

４
⑱

44

(9)

45

(10)

男 149 108 95 147 215 202 191 217 180 212

女 123 127 187 246 288 293 306 291 306 268

計 272 235 282 393 503 495 497 508 486 480

卒業年度

(回数）

46

(11）

47

(12）

48

(13）

49

(14）

50

(15）

51

(16）

52

(17）

53

(18）

54

(19）

55

(20)

男 222 223 231 210 215 243 265 273 283 276

女 252 233 210 194 187 168 125 127 115 114

計 474 456 441 404 402 411 390 400 398 390

卒業年度

(回数）

56

(21）

57

(22）

58

(23）

59

(24）

60

(25）

61

(26）

62

(27）

63

(28）

1

(29）

2

(30)

男 306 279 276 259 260 273 279 287 304 289

女 102 131 130 142 144 126 125 113 110 134

計 408 410 406 401 404 399 404 400 414 423

卒業年度

(回数）

3

(31）

4

(32）

5

(33）

6

(34）

7

(35）

8

(36）

9

(37）

10

(38）

11

(39）

12

(40)

男 287 294 257 256 264 231 217 227 226 222

女 129 105 144 142 133 146 142 139 141 134

計 416 399 401 398 397 377 359 366 367 356

卒業年度

(回数）

13

(41）

14

(42）

15

(43）

16

(44）

17

(45）

18

(46）

19

(47）

20

(48）

21

(49）

22

(50）

男 192 209 195 197 194 205 174 205 171 185

女 161 154 167 162 167 151 142 118 147 131

計 353 363 362 359 361 356 316 323 318 316

23 24 25 26 27 28
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(2)校舎配置図（全体図）
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